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本児童文化財研究部会としては，初年度に子どもり精

神発達と求化財につい宅のf研究をとりあげ，そり後，児

童の観劇反応(1)，(2);-::児童館にお庁高文化財利用め活動

。研究を行ない，昨年度比子ーともり音楽接触に関する突

態調査をおこなった。今年度はこれまで触れなかった学

校文化をとりあげるとと逗 Lた。学校の教師および生徒

を対象に，質問紙法によって，学校劇へ由意識を中心に学

校劇の実態を把握することが本研究の目的である。
，>、 乙く

E 方法

1.対 ι 象 U

学校劇は各学校によっ宅差が大きいため，今回は東京

表 1 調査対象児童 ν

九，.、丸、ー」

学校名|男|女|不明|計i学校名|男|女同|計

9 621 451 ~1 -107 

7567 9 6 
491461 -1 95 
261261 -1 52 
，371 251 -1 62 

401 45 
49142 36 ー 70
-51ι39 48156 ー 104
57152 1 671 711 -1 138 
53157 511 541 -1 105 
571 57 2 681 '691 11 138 
461' 51 2 711 691" 31 143 
41159 271251 -1 52 

5324546 5 551 561 21 113 
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成城 学閤 男 |女 |不明| 富十

3 
年年年

18 19 宮I
4 19 人 18 宮I
6 15. 1 ' 18 33 

ず合 t 計 ! 

52 1， 55 107 

高橋種昭

星美智子・湯J11 ，:礼子・高城義太郎

落合聡三郎{児童劇作家)

椎崎 篤〈世間谷区緑丘中学校〉

佐久間 賢 介 (遊'島区駒込小学校}

師は受持学年に関係なく輔ら樹象とした。回収率は

学校数93%. 生徒数9必~，教師7(%であるか表 1 は対象

児，表tほ対象者 t教師3である。

ω生徒対象・学校劇へり参加，学校劇の内容，学校

ωff対31翻訳Lては，学校劇白蹴，効果，

国吉 弘 ， 地 項 目 地 対 象 齢 な ど り 検

学校名|剃秀同[計 11 学校洛|男|云同|計

iE;:ト講習指11i
E切に!?す斗嚇名断|j1115

iiiiiilfJ11111i 
大関1"6181汁v片合計114812051 121 3651 
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対象校へり調査依頼， 1982年 1月に調査を実施した。
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表4 学校劇をみたことがある

直 結 果

J. 学技量jと児童

1) 学校劇り経験について

まず，子どもたち由学校劇申経験一一出演と観劇とに

ついて調べた。学校劇をしたことがあるか， どうかは

表3に示すように，公立，90%強，成説99%が学校劇に参

加している。公立の学校劇をしたことのないもりは，転

校，病欠。他，セリフが覚えられない，人前に出るのが

いやといった理由があげられ，他にジマソケ γに負けて

出られなかった，選ばれないなどの答えもみられる。学

校劇に参加しての感想では r楽しかった」というもの

が多い〈図1)。男子と女子を比較すると，女子74.4%，

表3 学校劇をしたことがある

公 立

男 女 計

主無 答t1|1諮2〈it0.;1j)||1ii2ii〈9;0-i1j〉1I24234ii(口t0E-gb1) I 
計 11349 ( 100)1 1315 ( 100) 2664 

成 成

男 女| 計

あ無な Ti明
??tjj|杓 jj

計 1 52 100) 55 100)1 1σ7 !OO)J 

図 1学校劇をしてり感想

男女別 楽しかったどちらでも辛いつま§在か。た

!JJ' l' 58.8 116.3 1 24.9 1 

?告に 74.4 111.2114.4 

公主主立別 楽しかった どちらでもないつまらなかった

公立 1 66.5 113.81 19.7 1 
、、<....... 

私立 1 84.2 19;司6.s1

男子58:8%.と女子の方が楽しさを感じているものが多

い。公立談会体と私立〈成競コとを比べると，楽しかっ

た子は私立:M2%に対して公立.66.5%であり，成裁の方

が約20%も多くなっている。つぎに，学校劇を観ること

についての結果をみてみる。学校劇を綴る経験をもたな

いもりは表 4にみるように公私立ともに2'''''3%と僅か

であり，これは転校間もない子と病欠の子である。学校

劇をみてり感想では，学校劇出演と同じように女の子の

方が議しかったというものが多く(男子72.0%女子86.1
%)，公立と私立とを比較すると公立の方が楽しかったと

するもりが多い(図 2)。つまり，私立〈成成3では，演

公 立

女 言十

無あな i113??;:jj|1雪;tjjf開jjj
計 1 1349 ( 100) 1 1315 ( 100) 2664 ( 100) 

私 立

男 女 言十

1221  
43O9〈〈(954.O28))〕ll l 

?Fjj|作 jj
計 1 52 ( 1∞)1 55 (100)1 107 ( 100) 

図 2学校朗lをみた感想
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ずることを楽しみ，観ることでは「どちらでもないJと

いう容が増え，演ずる時 9.3%であったものが観ること

では37.1%と4倍以上になっている。公立では男女とも

に演ずるより綴る方が楽しかったとするもりが多しほ

ぼ男子15%，女子12%と増加している。

つぎに，学校劇に参加して楽しかった理由，つまらな

かった理由自上位にあげられた主なものをラγFムに選

んだ5校についてあげてみる。

〈学校劇をして楽しかった理由〉

(男〉人(女〉人

①皆と協力できた (26) ①主役になれた，

②主役になれた，

いい役だった (23) 

③いい劇，商白い劇だった

(10) 

③観る人が喜んでくれた

(6) 

⑤うまくできた (5) 

⑥歌ったり，腐ったりした

(4) 

いい役だった (31) 

②皆と協力できた (22) 

③劇が好色楽しい，気持

ちがよい (13) 

④歌ったり，踊った9した

(6) 

⑤うまくできた (5) 

⑥みる人が喜んでくれた

(3) 

〈学校劇をしてつまらなかった理由〉

( 男 〉 人 ( 女 〉 人

①わき役，端役，変な役だ ①わき役，端役，変な役だ

った (23) った (22) 

-190ー



高橋他 2小学校の学校劇に関する実態調査

②歌町役だった (10) ②歌D役だかた ('5 ) 

③大へんだから，いやだか③失敗した，うまくできな

ら (7) い日 (4) 

④内容がつまらない (3) ④内容がつまらない (4 ) 

⑤先生に叱られた，先生が

ひいきする (3 ) 

以上りように，自分が忠告ような役につくかっかない

かが子どもたちにとっ丈一番ρ関iD事である。皆と一緒

にすることも学校劇の楽しきとなっている〈男①位，女

②位)。女子では劇が好きで演ずること自体を楽しんでい

るものが多い。なかには，劇で他白人物になれる〈女)，

観る人の心に残るような気がする〈女〉というような演

劇の本質に触れる答えもみられる。

また，年齢的な発迭をみるために，成裁小学校の3年

4年， 6年について学校劇申楽Lかった理由，つまらな

かった理由を比較してみる。

ここでみるように， 3年生は自分自身が「よい役J

「ょくできたJ r舞台にのれる」などり楽しさが殆んど

である。 rセリフがよい.J f'音楽がよし、」は，個人レベ

ルなのか，劇の内容へり評価なりかわからないが，自分

自身から距離をおいたわずかり答えである。 4年生では

「いい役だった」が圧倒的に多いが rいい劇だった」

「皆と協力できた」が2位にあげられている。 6年にな

ると r皆と協力できた」が，他由理由をひきはなして

多くなっている。 rいい役J rうまく出来た」など自分

のことに関したもりは少なくなっている。くつまらなか
，. 

った理由〉をみても， 3年， 4年は，昌分申出演につい

てのみあげられている。なお， 6年生は全員， r楽しか

った」と答え， rどちらでもないJ rつまらなかった1

もりは皆無であった。こうしてみるとJ学年による差が

かなり著しく，-3年生は学校劇を自分自出演にこだわっ

てとらえているもりが多し年齢がすすむにつれ，グラ

ス全体， S1J<e>内容などに関心を強くl，.:-(いくむがわかる
の学校刻。評価

学校劇について，学校劇をした方が良いとするもり，

しない方がよいとするものをみると，学校劇を肯定する

もり白方が圧倒的に多い(図 3)。男女差をみると，、女子

D方に肯定するものが多く(女83.3%，男68.1%)，公立

.私立別では公立より私立。方が肯定が高くなっている

〈私立89.7%，公立百 6%)。

図 3学校で』測をすることについて
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学校劇をした方がよい理由を，成成の 6年と 4年を比

較Lながらみてみると，つぎ申ようになる。

一、191-

6 年

13 ①皆と協力できた

3 ②いい劇だった

3 ③いい役だった

2 ④うまくできた

2 @:皆が真剣にみてくれる

1 ⑥崩IJt"出る緊張

1 ⑦思い出に残る

1 

1 

1 

お

3

2

2

i

z
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〈楽しかった理由〉 〆 、 ) 

3 年 一一一~~~.'，_:.. ，-'):<:.'， ': 4: 年

①いい役だった 3. ①いしよ役だった

②うまくできた 2 ②いい劇だった

③初めてだから 2 ③皆と協力できた

③大きな声が出せる 1 ③歌ったり踊ったり Lた

@:舞台にりれる 1 ⑤練習の時お菓子をもらった

⑥皆目前でやるから 1 ⑥劇むことをいろいろ学んだ

⑦衣裳があるから 1 ⑦いろいろ町役ができる

③セ Pフが面白い 1 _ ~皆がみてくれる

⑨音楽がよかった 1 ⑨衣裳が商白い

⑪劇が好き

くつまらなかった理由〉

3 年 4 年

①セロフが少なかった 4 ①目立つ役でなかった

②欠席Lて出られなかった 1 ②練習むとき叱られた

③自分百出番でない時

③劇に出るりがきらい

6 年

3 なL

2 

1 

1 
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(4年3 (6年〉

楽じい，面白い 18 楽しい，面白い 11 

勉強になる，ためになる 6 皆D心がひとつになる 10 

みる人も演ずる人も楽L 思い出になる行事 5 

める 5 勉強になる，ためになる 4

皆にみせることができる 4，みる人も演じる人も楽し

劇に出るとかっこいい 2 める 2 

劇に出た人。顔を覚えら 燃え石心がでる 1 

れる 1 

勉強しなえていいから 1 

、4年生は，学校劇を「楽しい・商白いからJ. r:勉強に

なるJr皆にみせることができる」他，全般に自分自出

演を中心に学校由lをしたいとしているふ 6年生になると

皆と一緒iにできる楽しさ、チームワークがよ 4なるなど

4年生にみられない答えが多くなる。商学年になると劇

の一つの特質である被聞で創りあげる芸術を感じること

ができ手りてあ声ラ。

3) 子どを明時開
子どもがどλJな劇が好きなのか， (1)劇の傾向 5，恒)劇

の内容10，(3)串lの形式8の計23について，好きな劇5つ

を選択させた。その結果をみると男子と女子の差が著し

喪5 子どもり好む劇〈公私立ZJj)※Pぐ， 05

立|私 立

(劇1) 

言語?P組1i;8f i偶E盟Z書珊ip  劣傾の向

(司

由t
もり

10834〈〈((0Z28107.0861〉〉))※ ※ ※ 白

内

の学筆生活活校
211 ( 7，9) 6 (16，2)※| 

容 もの
自分たちD 172(6，5) も。

2 (5，4) 

(3) 
451 (16，9) 9 (24，3) 

由l 開 ω2j i ii;j 

む
371 (13，9) 4 (10，8) 

193 ( 7，2) o 0∞0) 
形 92 (3，5) 4 (10，8)諜

式 314 (11. 8) 9 (24，3)話器

放送げき 112 ( 4. 2) 1 (2，7) 

言十 |釘

図 A 子どもの好む劇

(1湖町傾向

こわい劇

f町北た'.l劇 医護護軍藷吾容

(2測の内容

歴史もの

現代もの

官蹴もの

SFもの

怪獣もの

影約国

官染の沢山
あるl国

放}出国

18，7 

31.2 

男堅塁率

古:仁=コ

ぷ禰警警翠翠62，9

44，1 
64.6 

3ao 

28，3 

56.3 

29.5 

くあらわれている。各項の男女差を%で示したのが図 4

の(1)(2)(3)である。男子はこわい劇，愉快な劇，勇ましい

劇を好み，女子は愉快な劇，こわい劇，かわいそうな劇

を好んでいる。勇ましい劇は女子 9，5%に対L男子22，2

品 192~占
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%と男子が2倍以上，かわいそ5な劇は，〆逆に男子 9.7

%に対L女子31.，2%と3倍強になり，男女差が大きし、

劇の内容から男女差をみると，男子はSFもり，冒険も

<1.).怪獣もーのが女子より著しく多しそれぞれ半ば以上

。男子にま子まれてMる。女子はおとぎぱなし，昔ぱな

し，冒険もの，世界名作。順に好まれ，冒険ものを除い

ては，男子よりはるかに多くのもりを好んでいる亡とが

明らかである。

劇由形式に関心を示す男子は少なく r動物になって

やる劇」がもっ止も多〈て10%強である。女そは「歌や

踊りりあるものH音楽0多いもりJr.人形げき」の形を

好み男子とりちがいを明らかにLている。

以上は，公立4小、学校D男女差である

立小学校と成成小学校でも違いがみられる。公立。男女

計と成妙~J:学校4年〈劇。好みは学年差別ある司で公立

と同学年四みをとりあげる〉男女計を比べてみると，表

5のように有意差のあ君主白が，全23項目の.?も....~O項

目と多〈なっている台公立IJ~ C1)方に多く務まれ<>劇は，

こわい劇，おとぎばなじ..芳ばな1L'一世界各作，怪獣も

のであり，成城J、学校の方巴会主好まれるもりは，こっ

けいな劇，自分たちり学校生活。劇，】狂言・歌舞伎品う

の劇，音楽劇である。これでみると，と成城小申児童は創

作劇を好んでいるといえる。

4) 学校劇への参加のしかた

(1) グラス全員で参加する劇についだ

学校劇はグラス全員が参加した方がよいと恩う子がな

かば以上を占めているが(図5).男女別で珍女子ρ方に

多し公私立別では私立の方が多くなっている。どちら

図 5 グラス全員参加。劇がよいか
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褒 6 学校劇引り重量加

でもよいという答えも少なくない。全員参加劇を反対す

るもりは全体で一割く・らいになっている。全員参加の劇

がよいとする理由としては r出られない人がかわいそ

うJ r?階平がな川 「全員でするとグラスの宇とまり

がよくなる」などであり，少数意見であるが反対の理由

は「まとまりなくなるj rごちゃど}ちやするJT自分が

あまり出られないJなどである。

ωぷ校創に参加したい治、

学校由!t)i参加し浮いがどう1かまた参加するりにどり

ような形ゼ参加したい語、，を尋料た。ー表8に王ま苧ように

「主役に出たけのが公立:2，3%. 私立幻%.~: ~主役でな
くても出たいJーもの公立43.5%:私1立5仕83Z43あり，

「舞台装置や照明に参加じたい」ものは公桜並乞もに16

.......17%で腕。 r舞台に出るより府方がより;r:参加

したくない」は，公立だけ院みられ，私立では皆無であ

る。「主役ではなくても出たい」は女子の方に多く.r照
明や舞台装置」ば男宇町方に4詳しおか~これは公私立占もに

いえることであるか ::.: ~ 

5) 学校側比つU、ヌタ不満 '，~ ~:に fミ .12
学校劇についての不満の有無をみると，表Tめように

なる。公私立ともに不満をもっ吉のが約ω%乏なかば

以上りもりが何らか白不満をもってu、る。不満の内容は

図6<1.)示す選択肢(9)についセ3個まだチェジタさせたザ

褒 7 学校劇へ白示溝、

12~I 宅倒男総1113詩3

22|将司将司将jj

目‘ー.
、 私立 (4 年E

男|女卜計、、 男、:I 女|計

醐e旬細ま禽開艇台民装国で盈や司石県て「H問相mみな品主るE、芳オ宰p一也a年斜り細しよJた"

l305〈(2352.1) 254α"の 559 (:勾， 0) 4α1，1) 6 (33，3) 10' (J:!. oj 
400 (32，9)、656-〈5472の〉〉 1056 (43.5) 10 (52，6) 11 (6i.l) 
279 (22，9) 141 (11. 420 (17.3) 5 (26，3) 1 (5.6) (16.2) 

190. (15，6) 1.3，3..m. 323 (13.3) o ( 0) 。( 0) 。(';'0) 

，1 (5)参加したくない 42 (.3，5) 25:( 2，1) 68 ( 2，9) o ( 0) o ( 0) 。( 0) 

ーま93-
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図 6学校劇へ0不満

(H氏、私立別
75.0 

52.31 
園口

題E

公私立ともに「劇をみる人の態度が窓L、Jが不満由 1位

となっている。公立では「一部の人しか出られない」が

2位で約40%，私立では「内容がつまらない」が2位で

38.3だにな勺ている。私立は「劇をみる人の態度が惑い」

と「内容がつまらないJに二分されるが，公立では「先

生の指導が多すぎるj23.6%， r設備がよくないJ13.9 

%，" rグラス全員が出演するJ11.0%となっている。成

城小では，公立よりも，劇。指導，般{棺が適切であるこ

とがわかる(図 6)。男女別では，女子白方が多いのは

「劇をみる人の態度がわるいJ r一部の人しか出られな

いJであり，他は男子の方が多くな勺ている。

6) 学校劇について先生への要望

学校劇で先生にしてもらいたいことが，あるかないか

表9 先生への要望

公

、、、 男

喪8 先生への要望の有無

公 立

女 計

無あな ゑ|ijjF33133{将16956468D〈(〈63225.352〉〕) 

言十 11349 (ω0)1附〈附|捌(1附

私 立

男 女 許

あ Z284〈646328)〉 49誇;8jな
無

富十 52 (附| 55 (附1107 (附

を質ねたが，公立では約60%が「ある」と答え，私立で

は約45%が「ある」と答え rない」が50%強で，公立

の方が要望が多くなっている〈喪 8)。先生へり要望を具

体的にみると，表9になる。 rもっと時聞をかけてもら

いたい」が公私立ともに1位で40s宮内外となり，つぎに

「もっと劇のやり方を教えてほしいJ r困った時だけ教

えてもらいたい」がそれぞれ2-3位にな。ている。

「自分たちにまかせてもらいたい」は公私立ともに12%

強であり，小学生は教師にまだまだ依存的であることが

わかる。

7) 学校側について思うこと

最後に，学校劇について思うことを自由記述で田容を

もとめた。さまざまの記述がみられたが，く内容>く回

数・時間><舞台・衣裳>く役>く演じ方・観客>に分

けて答えを整理した。その結果の主なものはつぎのよう

である。

女

く内容について>

函白いもり，楽しいものをしたい

SFものをしたい

もっと長いものをしたい

立 私

言オ 男

男女計

77 64 141 

26.. -4" 30 

10 12 22 

立

女 計

(1)もた分っとげきのやり方を教えてもら
し、 L、 235 (27.5) 236 (29.4) 471 (28.4) 6 (:お 0) 6α4.0) 12 (24.5) 

(2)自 たちにまかせてもらいたい 140 (16.4) 74(9.2) 214 (12.9) 4 (16.7) 2 (8.0) 6 (12.2) 

(3)困ったときだけ教えてもらいたい 280 (32.7) 238α9.6) 518 (31.2) 5α0.8) 6 (24.0) 11 (22.4) 

ωもっと時間をかけてもらいたい 286 (33.4) 349 (43.4) 635 (38.3) 9 (37.5) 12 (48.0) ~1 (42.9) 

(5)そり他 44 (5.1) 40 ( 5.0) 84 (5.1) 2 (且3) 3 (12.0) 5 (10.2) 

〆無答 6 (0.7) 2 (0.2) 8 (0.5) o ( 0) o ( 0) o ( 0) 

.t |ぉ6 . 1制 h ド
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自分たちで作ったものをしたい

恐ろしいもDをしたい

悲しいものをしたい

怪獣もりをしたい

冒険ものをしたい

追力。あるもむを"t"い

歴史もむをしたい

昔ぱなしをしたい

刑事ものをしたい

もっといい劇をしたい

〈回数・時間・練習について〉

もっと沢山したい

練習多すぎる，遊ぶ時間がない

練習時間が少ない

見る時聞が短かい

〈舞台・衣装・について〉

公会堂など学校外でしたい

TVに出たい

セットをよくしてほしい〈大道具・

小道具を含む) 5 

設備をよくしてほしい(照明など)6 

舞台を広く Lてほしい 4 

衣裳を工夫したい，ょくしたい 3 

学校で衣裳を用意してほしい 1 

〈役について〉

全員出演できるようにしたい 18 

主役になりたい 14 

劇に出たい 6 

セリフ白多い役にしてほLい 7 

全員主役がいい 8 

役を公平にしてほしい 13 

先生がきめないで自分速できめたい3

主役になれない人，出られない人

がかわいそう

闘った時先生に教えてもらいたい

先生に出てもらいたい

学校全体でやりたい

グループでやりたい

先生たちだけでやってほしい

〈演じ方，観客について〉

大きな声て中制まよい，向t小さい 14

演技うまかった 10 

下手だと思ふわざとらしい 5 

観ている人がうるさい，態度が惑い 13 

拍手がきて嬉しかった，笑ってくれた2

高橋他:小学校。学校劇に関l'る実態調査

拍手が少ない 〆，0， 7' 7 

よえ見えない，椅子に座ってみたい、 2. 3 : 5 '，;ノ

こり他， r面白かったJ r楽しかった」とりベたもり

63名， rおもしろくない」が2名である。他にここにま

とめられない1名ずつの答えは省略する。

以上みてきたように，内容について「面白いもの6 楽

しいもの」り要求が多七また自分たちりとりあげ宅ほ

しい内容も多くあげられている。学校劇でとりあげられ

るもりが子どもたちに喜ばれていJるとはいえないことが

わかる。舞台をはじめ設備が撃った所でしたい，学校外

でしたい，など，実際学校の設備の不備もあろうがs学

校劇の制約を超えた要求も出されている。子どもたちが

自分の役にとだわることは，さきり学校劇で「楽しかっ

た，つまらなかったJ"t7.)分析でも明らかであったが，自

由記述め中でも役について白ことが沢山でてきている。

また，観客。態度がわるし」観客の拍手の多少などにも

触れている子が多心学校劇での観劇態度の指導も必要

であるといえる。演じ方については，戸が小さいという

りがもっとも多かった，一方，大きい芹が出せて気持が

よかったという記述もみられた。観る側のさわがじさな

ども関係するだろうが，相手に伝える意識をもたずにセ

!J7をいう子もかなり多いものと思われる。

2. 学校劇と教師 〆

1) 学校串IJQ)意義および効果

小学校教師は学校劇に意義を感じているかを知るため

学校劇D窓畿り有無を質問した。教師の男女差，公私立

差なく90%が「意義がある」と答えており. .p意義がな

い」とするもりは公立に3%みられただけである〈表

10)。 どういう点に意義があるかについて自由記述され

たものをまとめてみるとつぎのようになる。
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表10 学校劇の意義〈教師〉
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〈学校劇の意義〉

①子どもの表現カを育てる

②創造性をりばす

③協調・協力することを学ぶ

人

(05) 

(55) 

(55) 

③人間を豊かにする，感動を与える，情操教育と

なる (42) 

⑤一つDもりを創りあげる充実感，満足感を味わ

わせる (35) 

⑥連帯感，友だち関係を高める (32) 

⑦自主位・積極性を育てる，自信をつけさせる (26) 

③子どものかくれた商を発見できる (21) 

⑨人生経験，間接経験を通して生き方を学んでいく

(16) 

⑮自己発現，自己表現，心的解放の場である (16) 

⑪国語教育，話し方や言語発逮に役立つ (15) 

⑫総合教育〈他教科・音楽・国語，道徳の関連深

まる) (11) 

⑬託会りきまざまの現象，役割を学ぶ (5) 

⑬子どもの個怯，特性が発揮できる (5) 

⑮責任感，努力心を育てる (4) 

⑮質の高い文化に接する機会を与‘える (3) 

⑫錦賞カを育てる，観賞態度を学ぶ (2) 

⑮演劇の理解，脚本へD関心を高める 、(2)

⑬人格形成上必要である (2) 

@相手への思いやりを育てる (2) 

③子どもを変革できる (2) 

@肌で感じとらせるととができる 、 (1) 

@視覚で物をとらえさせることができる (1) 

@他学校から学びとるもりも多い (1) 

@発表会を機にして地域との結びつきができる (1) 

@教師自身が楽しい (1) 

以上のように，さまざまり角度から，学校劇の意義が

あげられ，教師たもの学校側に対する考え方をうかがう

と了とがjでき号。

;っ吉に人学校劇。効果について，①連帯感が強まる，

②協力。意義と楽しさを知弘③創造力が育つ，③表現

力〈身体・雷語〉が身につく，⑤社会生活の役割を学ぶ

Q)5項目について「効果があるJrどちらともいえない」

「効果がないJQ)三段階評定をしてもらった。-*項にっ

し、て「劫果があるJとの答えを得たも白を%で示したり

が図7;::品る。男子教師，女子教師。問に有意D差はみ

られないので，公私立別を示した。「表現力が身につく」

は89%前後で公私。差はみられないが， r連帯感Jr協
力の意義と楽しさJは10%， r.創造カJ23%， f:社会生

図 7 学協剥D効果'

活。役割J31%と私立。方が効果があるとするものが多

くなっている。つぎに，効果があるとする順位をあげて

みる。

公立

ci:表現力〈身体・言語〉が身につく

②協力の意畿と楽しさを知る

③逮帯感が強まる

③創造力が育つ

⑤在会生活町役割を学ぶ

弘立

①協力。意畿と楽しさを知る

②創造カが育つ

③羨現カ(身体・宮路〉が身につく

④連帯感が強まる

⑤社会生活の役割を学ぶ

止、，

(89.2%) 

(84.6%) 

(73.6%) 

(65.9%) 

($5.9;富〉

ω4:4%) 

(8$:.9%) 

(88了9%)

〈ば務〉

(66.7%) 

学技劇の効果の1位は私立では「協力め窓畿と梁しさ

を知る」であり，公立では「表現力が身につく」であ

る。第5位は公私立ともに「社会生活D役割を知る」に

なっているが，全般に，私立。方が学校劇り効果をたか

く評価していることがわかる。

2) 子どもたちり学校劇へりかかわり方

教師からみて，予言もたちが学校劇をどううげとめて

いるかを5つの選択肢によって答えてもらった〈附2参
照)。なお， T5)迷惑に思っている子が大部分である1は

公立。男子教師に 1名なので f4)楽Lむ子はごく一部で

図 8 子と・もたちの学技測へりかかわり方

2) 

公立

私直 1 66.1_ I ぉ.3.. 

1) 楽しんで核密約に脅加す各予が大部分である.

2) 楽しん苧積極的に参加する予の方がPUB. V 

3) 揮しむ手といやが吾子が半分<'1)いずついる.
4) 楽しむ子平ど〈ー蜘で向。
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ある」に含めた。男子教師と女子教師に差がみられない

ので，男女計で公立と私立を比較してみる。つぎり図 8'

にみるJ:'うに〉私立。方が子Eもたちが楽しんで積極的

に学校劇に参加Lているのが明らかである。つまり，私

立では， 1)楽しんで積極的に参加する予が大部分である

66.7%どの楽しんで積極的に参加する子。方が多い33.3

%で占められでおり，'.3)楽しむ子といやがる子が半分く

らい， 4)楽しむ子ばCく一部は皆無であるι
3) 学校側を行うばあいり問題点

学校側を行う場合，特に感ずる問題点とじて選択肢14

を用意1.-， 3個以内町チェッグによる回答をえた。fζの

結果は表llO:>ようになるるなお，男子教師と女子教師間

には差がみられなかったので男女計で公私立別をみると

とにじた。

表11 学校劇実施ょの問題点 員長Fく.05

はZJ軍事!

醐一醐瞬線湖渇糊毎す手回町1君るし刊主がEた読し加書子E髭同H l!l 11u 3tM 1男; s 

5% 2 

る手がい
42.1 。

がよくわからない 。
※(5)時間が定り い 26.3 

※(((86吋))か設他備毒の授が殺業よに2くさ京な劇しへさわのる理解1 がなく協力
29.2 26.3 

171.7 0 
。

し、 J 。
33.7 15..8 

15.6 。
書4糾8守霊糊祭幸E埋骨ま。t醐T主引1がti叩なt〈協i司力zzが科抗僻 I 4.8 5.3 

6.8 。

J 他" 

1.1 5.3 

6..9 13.3 

私立では「学校劇。意畿を認めているので問題はな

い」などり自由記述もあり，公立よ P問題を感ずるもの

が少な〈なっている。両者に有意差 (5%危険率〉のあ

るもDは r役に不満をもっ子ができるJが私立の方が

多<，そD他「参加する子としない子ができるJ r指導

ゐしかたがよくわか6ないJ r時間が足りないJ r設備

がよくない1はすべて公立の方が多くなっている。公立

小ではその他。項に「グラス全員参加のむずかじさ」が

あげられている。全員参加の劇の構成に苦労する，舞台

の上の子どもの指導と出番を待つ子自さわぎをおさめる

こ正が同時にできない，会員参加。劇では劇そりものが

つまらなくなるなどである。宮た，国語教科の中に脚本

指導が位置づけされているが，表現。時間とじて週一時

雨VらふほしいlL日常り教育活動とつながりが得られな

い。 t学校劇にすそべての教師が情熱をもっとは限らなu、。

負担を感ずる教師もいる正学校劇に量~l!kのない子，恐怖

心をもっ予占旬、おなE，具体的な問題があげられている。

4) 学校劇とのかかわり方

現在，学校劇とどCようなかかわり方をしてい'"かを

質問した。そり結果は表12にみるように， (1)直接指導す

る， t的手どもと話L合いながちり指導が多い。私立はそ

れぞれ約ω1%;公立は(1)39%，(2)48%;である。公立てで

は，但)すべて子どもに蓄がせ環境設定に手をかすが， 1 

%弱;(3)殆んど子どもにまかせ栢談にのってやる程度が

1%強となってかる。号。他には，大道具，小道具づく、

りを手伝う，音楽効果りみ手伝ち，専科りため必要なと

きだけ手伝苦などの答えであ討た。

、、、、♂

表12 現在学校劇と由かかわ.~.

男、!|、女|計

(((521) y ) 由選;ii i5i 
272 0 

. 4' 
そ無の他答

、32
'4 
4 4 

計 J凶、↑加一|踊

男、|、，女 j、計

関
1! 。 11 。 。。
0 。1 。1 

。
奪由意

0O1 b 、 0 0 1 

百十 l d へ I !_ e附 I 19 • 

。)突際に直接指噂する。

(2) 子どもと話しあいながら行なう。

(3) ほとんど子どもに韮かせ相談にり勺古ゃ毛程度o'
(叫すベで子ども、まかせtただ資金援助，会場確保な

ど環境設定をしで守る。

告)現在，学校劇と県令くか章、わりをもっτいわ、。

E 総括および考察，

従来，学校劇の研究は個々め実践例の報告にとどまり

学校劇そりも白に対する調査は行われていなし、。!ζ こで

は，東京都o一地区全体を対象として，教師指主ぴ学童

〈小学4主~) 0)意識調査を行った。他に演劇教育め伝統

をもっ成成学園小学部を対象としてとりあげた。:己の結

果を総括するとつぎりようになる。 、い'一
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(1) 学校朗1]<1:>経験は公立.90%強，成域99%であり，現

在。小学生。殆んどは学校劇に参加している。転校，病

欠の他に，セリフを覚えられない，人前に出たくないも

のが参加していない。また'. r選ぼれなかったJ rジマ

γヶンに負けた」と子ども自身。意志に反して参加を出

来なかったものもいる。学校劇を楽しい経験と受けとめ

る子は，男女別では女子が多<.(男58.8%.女74.4%)

公弘立別では私立〈成城〉白方が多い(公立:66.5%.私

立.84.2%)0r議しいJ<1:>理由には. r主役・いい役だっ

たJr皆と一緒に協力できたJrいい劇だったJなどが

あげられる。自分。役に対しては. r.つまらなかった」

理由にも一番多く，子どもたちの役に対するこだわりが

みられる。成成における学年差をみると. 3年生は自分

自身の出演，学年が進むにつれグラス全体や劇の内容に

関心を示1.-.そり発途をみるととができる。

(2) 子どもり好む劇は男女差が著しし公私立差も大

きい。こわい劇，男宜しい劇は男子に多く，愉快な劇，

かわいそうな劇は女子の方が多い。公立と私立ではこわ

い劇は公立，こっけいな劇は忍立に多い。劇の内容では

男子はSFもの，怪獣もり，冒険もの，女子はおとぎ諾，

昔話，世界名作もりを好んでいる。公名立でみると，私

立は創作ものを好み，公立は昔話，おとぎ話，世界名作

をより多く好んでいる。また，怪獣もの. SFものも公

立に多くなっている。劇。形式からみると，女子は音楽

や踊り Dあるものを好み，男子とりもがいが明らかであ

る。私立は音楽劇，狂言・歌舞伎ふうの劇。好みが公立

より多く差が出ている。

(3) 学校劇に全員参加するのをよしとするものは約60

%で，どちらでもよいが30劣弱である。私立では全員参

加肯定りもの30%弱と多くなっている。参加のしかたは

「主役でなくても劇に出たいJが公立，44%.私立.57%.

「主役で出たい」が公立23%.私立2:1%となっている。

演ずるより観る方がよいというものは女子より男子に多

い (16%)が，私立では皆無である。

(4) 学校劇に対する不満は.r観る人の態度がわるい」

が1位で半ば以上を占め，観劇指導が一般におろそかに

されていることが，問題といえる。つぎに「一部の人し

か出られないJ r内容がつまらないJ r先生の指噂が多

すぎる」の順にあげられている。先生に対する要望とし

ては r自分たちにまかせてもらいたい」が.12.9%に

対して rもっと教えてもらいたいJ28.4%. r困った

主きだけ教えてもらいたい.J31. 2%であり，小学生が先

生に依存的であることを示している。学校由l全般につい

て子どもたちは劇匂内容に要求が多く. r面白いもり」

「楽しいもり」をりぞんでいる。学校でとりあげられて

いる劇が子どもたち白心情とかみあっていない申ではな

いだろうか。また，多くの子どもたちが「もっと沢山劇

をしたい」といっており，子どもたちの学校劇へD志向

。強さと同時に現在の学校ではこれを十分満たしていな

いことがわかる。

(5) 教師。殆んど (90%)は，学校劇の意義を感じて

おり r子どもの表現力，創造住をむば1.-.協力の意義

と楽しさを体得させられる，また，総合的教育となる」

と評価している。成城学闘では，公立よりも高く学校劇

を評価しており，表現カキ創造性よりも協力して創Pあ

げることの意義を重視している。学校測に対する意義，

意見，問題点などすべてにおいて，男子教師と女子教師

Dあいだに有意。差はみられない。

{司教師が現在の学校劇についての問題として，時聞

が足りない(58%).適当な脚本がない50;百(手に入らな

い34%.すぐ「れた脚本がない16%).参加する子としない

子ができる (32%)が上位にあげられているが，成城学

園ではこれらの問題は解消されている。公立では，この

他に，他の授業にさしさわる(29%).指導のしかたがよ

くわからない (20%).設備がよくない (17%).役に不

満をもっ子ができる (17%)があげられている。教師自

身学校劇。意義を十分認めながらも，現実には思うよう

に突施できない現状であるということができる。

IV 結び

演劇教育は集団的な創造活動，言語，身体による表現

活動を適Lて会人間的教育を行うものである。現代的子

どもたちは受験に追われ，能力主畿.競争社会のなかで

人間的な盛かさが失われており，無感動で無気力な子ど

もが多くなっている。こうした状況町中で演劇教育の盤

要性は見直され，関心も強まってきている。学習指導要

僚に「ゆとりり時間」がくみこまれ，多くり小学校がこ

れを演劇教育に費している。今回の調査でも学校劇の行

われていないところは皆無であった。しかし，子どもた

ちがより多く劇活動をしたいとのそんでいるにもかかわ

らず，現決でも時間的制約があって思うように指導でき

ないことが明らかにされた。また，子どもたちが全員参

加したがっており，全員参加の劇は劇の構成として盛り

あがりに火けるが，できるだけ参加させたい，ところが

これに見あう適当な脚本がない一一こうした問題が出さ

れている。学校側が日常的にくみこまれることによって

これらり問題は解消すると思われる。つまり，少人数出

演。劇でも回数を多くしてクラス全員に体験させるこ忌

である。それとともに，観客としての観劇指導にも重点

をおくことで観ることの彦加意識も高める必要がある
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7 学校でやるげさについて不満がありますか。 o印幸三つ以内つけてください。
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3.学校劇を子どもたちはどのようにうけとめていますか。

。員長しんで積極的に参加する子が大部分であ否。

2) 楽しんで積極的に傘加する子の方が多い。

3)楽しむ予といやがあ子.1半分ぐらいずついる。

心機しむ子はごく一部分でおる。

5)述惑に思，ている子が大部分である。

学校期IJ~ついてのアYナート(教師用)

ζの調去は小学伎で学校劇がどのように行なわれているかを知るための爽盟関笠

です。今後のよりよい学校婦のあP方を考えていくための買斜にさせて扱きたいと

思います。向車図容の取り扱いにつきまして除、 Eζの学校がEのJ:うな閤容をな

さ会たか符の公認2は放しませんので，あPのままをど臨入〈ださい.

お忙しいkとる大変ど迷惑とは存じますが，ど協力4ださいますよ5お願い申し

上げます。

なお，現在受け持うていら。しゃる子どもたちについてお客えください.

附 2
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4.学校劇在行なう堀合，特に感ずる問題点は何ですか。 0町在三つ以内つ 11てくだ

さい。

1)急会加する予としない予ができる。

2) 役に不讃をもっ子ができる.

3) 関旅するととを負担に埠ずお子がいる.

4) 指都のしかたがよ〈わからない。

5)時間が足りない。

6) 他の授採にさしさわ<;0

の他の扱節の演劇への理解がなく協力が得られない。

8) :完備がよくない。

9) 適当な脚本が手に入Pにくい.

10) とり上げたいと思うすぐれた仰木がない.

ll)予算が足りない.

12) わが子の開演についてJJ!が不泌をもっ@

13) .tl!.のi'Ji!Mへの理解がなく協力が1~ られない。

14) その他(
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2・学校劇Iま子どもにどのような効果があると思われますか。下記についてそれぞれ

S段階評定をしてください。

5・現在，学校劇にどのようなかかわり方をしていらっしゃいますか。

1) 史郎に砲銭指導する。

2) 子Eもと訴しあいながら苛なう。

3)ほとんE子どもにまかせ相淡にのってやる程度。

4)すべて子どもにまかせ，ただ資金侵助，会場確保などの潔控設定をしてやる.

5)現花s 学校周とは企くかかわ Pをも 9 ていない。

〉
効果がある
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5信組カ〈身体・君臨〉が身につ〈

社会生活の銘舗を学ぷ
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